
眼科 

〇実習目標 

臨床医学における眼科学の役割を研修する。 

〇行動目標 

・視覚障害を理解する。     

・眼科検査を研修する。   

・検査で得られた情報から治療計画を立案する。 

・眼科手術を見学、補助する。手術動画編集ができる。 

 

〇実習内容 

予定表は随時変更します。 

実習開始前にmoodle臨床実習Ⅰ視覚病態学フォルダを確認してください。 

 
※注意事項 

・実習中は、標準予防策、ソーシャルディスタンスを守ってください。   

・無断欠席、早退は認めません。 

・欠席する場合は実習開始前に学務と眼科医局に連絡してください。病欠の場合は

診断書をもらって翌日提出してください。3日以上欠席した場合は単位を認めません。 

 

〇評価項目 

・診療、手術に積極的に関わることができる。 

・手術動画の編集作業が行える。 

・医学文献検索システムで検索ができる。 

・文献をもとに課題についてまとめて発表資料を作成できる。 

・総括時に手術動画編集レポートおよび課題についての発表ができる。 



 

〇評価内容と基準 

総合得点 60点以上を合格とする。 

 

 

〇担当教官 

木内良明、近間泰一郎、廣岡一行、原田陽介、福戸敦彦、小松香織 

 

〇眼科教務責任者 

小松香織 

 

〇緊急連絡先 

眼科医局 (秘書室) 

電話：(082)257-5247 (内線 5247)  E-mail：ganka@hiroshima-u.ac.jp 

評価内容と基準 配点
手術症例ビデオの編集の完成度 20
指導教官による担当疾患概念と治療法の評価 20
実習期間の積極性 20
行動目標の到達度 20
レポート発表時のプレゼンテーション能力 20


